
唱
導
文
の
位
置

は
じ
め
に

〃

　
『
言
泉
集
』
を
は
じ
め
、
唱
導
書
に
、
の
せ
ら
れ
て
い
る
、
表
白
・
願

文
等
と
、
『
本
朝
文
枠
』
等
に
、
の
っ
て
い
る
、
願
文
・
属
踊
文
で
は
、

そ
の
漢
文
に
、
か
な
り
の
、
違
い
が
、
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
ど
の
よ

う
な
、
原
因
に
、
よ
る
も
の
か
、
又
、
ど
の
よ
う
な
、
意
味
を
、
持
つ
も

の
か
、
考
え
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
ｊ

　
　
　
　
　
　
Ｇ

　
『
言
泉
集
』
を
ヽ
み
る
と
ヽ
次
の
よ
う
な
、
表
現
が
、
目
に
つ
く
。

　
抽
一
心
丹
誠
専
無
一
こ
信
心
顕
佛
像
写
経
王
展
一
日
斉
茫
こ
ク
修
一
一

　
白
善
・
順
順
有
リ
ヽ
其
志
者
ズ
コ
日
。
是
先
師
聖
霊
此
界
。
化
縁
尽
。

　
告
遷
化
於
他
界
御
日
也
ヽ
雷
彼
死
忌
没
後
此
追
善
鄭
之
処
也
、
夫
以
恩

安
　
東
　
大

隆

至
。
厚
ハ
是
出
世
師
匠
之
恩
徳
尤
ゴ
昌
。
亦
一
字
教
訓
ご
億
、
爰
大
法
主

従
一
一
幼
少
之
比
至
長
大
バ
Ｚ
齢
之
在
慈
悲
之
室
、
厚
。
蒙
一
一
憐
慾
之
精
一

－
御
深
ノ
坏
恩
海
一
。
・
送
゛
年
高
吟
。
他
嶺
一
。
・
荷
回
匹
…
情
念
提
省
之
志

者
涙
無
覚
落
、
閑
ぞ
・
案
乙
訓
之
澄
考
悲
擢
肝
勁
一
。
設
二
日
ゴ
一
八
擢

骨
肉
髄
脳
一
。
両
肩
荷
辰
送
列
伝
沙
劫
一
。
不
し
田
／
雷
‘
一
日
報
恩
乙
、

設
千
足
供
給
頭
頂
礼
敬
；
争
報
尽
″
二
生
涯
ご
澗
。
乎
、
但
生
死
離
別

之
悲
永
不
い
江
慈
顔
無
常
遷
化
之
習
全
失
再
会
之
期
、
愛
念
事
情
・
。
折
゛

花
報
゛
思
考
金
谷
苑
春
験
；
可
゛
尋
、
桧
葉
謝
ご
他
者
ハ
上
林
苑
。
秋

夕
；
可
‘
訪
、
設
捉
ト
。
陽
州
之
金
一
″
不
≒
田
／
成
一
一
聖
霊
黄
金
ご
辱
容
一

大
又
摯
４
良
山
之
玉
・
。
不
し
ご
備
先
師
仏
果
ぶ
哀
号
、
不
ぃ
如
只

押
三
洋
涙
一
。
修
一
一
善
根
忍
嗚
咽
造
乙
切
韻
う
所
以
佛
こ
収
一
一
万
善
一
。
於

毛
孔
乙
一
弥
一
礼
功
徳
不
‘
浅
、
経
。
顕
一
一
妙
理
一
″
於
筆
端
一
二
Ｉ
文
一

句
。
善
根
太
深
云
云
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こ
れ
は
、
「
師
匠
料
表
白
」
の
全
文
で
、
あ
る
が
、
特
に
、
傍
線
を
、
施

し
た
個
所
、
「
御
」
等
、
日
本
式
の
表
記
の
、
目
立
つ
、
漢
文
で
あ
る
。

唱
導
の
文
に
、

川
口
久
雄
博
士

の
表
記
の
、
目
立
つ
こ
と
に
、
つ
い
て
は
、
既
に
、

の
通
り
で
あ
る
。
高
論
に
、
導
か
れ
つ
つ
、
も
う

す
こ
し
、
例
を
、
み
て
、
そ
の
原
因
を
、
考
え
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

　
但
世
間
人
為
子
不
造
功
徳
之
人
候
也
（
子
新
施
主
分
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

　
発
菩
提
心
生
人
天
生
浄
土
在
蓮
花
中
開
法
云
也
実
美
事
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
親
粉
報
恩
事
）

爾
時
大
臣
公
卿
成
恐
后
妃
采
女
成
怪
、
其
時
国
王
言
給
様
ハ
今
日
我
生

之
日
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
母
析
施
主
分
）

母
見
之
泣
々
悲
執
子
愕
仰
゛
天
云
、
唯
願
天
道
助
゛
我
子
釧
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
母
料
施
主
分
）

　
　
　
　
　
　
―

其
時
母
睨
子
前
泣
々
申
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
母
料
施
主
分
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

三
世
十
方
。
諸
仏
聖
衆
幾
弥
随
喜
。
悦
与
、
。
給
覧
（
二
親
料
報
恩
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

然
過
去
幽
霊
見
‘
追
善
何
計
歓
喜
給
覧
　
　
　
　
　
　
（
父
料
施
主
分
）

実
夫
妻
之
情
非
七
生
之
浅
事
こ
是
生
々
世
々
深
契
也
柿
判
所
志
幽
霊

　
　
　
　
　
－

実
妻
事
難
去
思
事
也
付
中
過
去
幽
霊
重
装

（
夫
料
施
主
分
）

（
妻
料
施
主
分
）

抑
忌
日
者
刈
列
2
1
明
包
三
百
六
十
日
ノ
甲
別
父
母
妻
子
事
只
一
日
也
、

’
ｊ

　
　
　
　
　
　
（
母
料
施
主
分
）

　
　
―

人
組
依
子
造
罪
也
サ
コ
ソ
侯
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
親
料
報
恩
事
）

従
汝
宅
此
。
霊
鷲
山
廿
五
由
旬
也
イ
カ
ハ
カ
リ
遠
路
。
以
。
老
衰
。
身
一

　
飼
料
来
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
妻
料
施
主
分
）

　
武
芸
蘇
武
季
陵
養
由
慟
曾
。
・
勝
。
。
。
講
作
福
貴
栄
利
。
目
。
‥
‘
。
勝
、
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
妻
料
施
主
分
）

　
陵
羅
。
服
桂
波
膀
。
綿
綿
。
引
1
1
勺
箱
内
豊
ナ
呼
ン
　
（
妻
料
施
主
分
）

　
「
言
給
」
「
給
覧
」
「
付
中
」
な
ど
を
、
は
じ
め
、
片
仮
名
を
、
そ
の
ま

ま
、
漢
字
の
中
に
、
取
り
入
れ
た
も
の
ま
で
、
色
々
で
あ
る
。
特
に
、
「
サ

コ
ソ
候
へ
」
な
ど
は
、
完
全
な
和
文
で
、
あ
り
、
係
り
結
び
に
ま
で
、
な

っ
て
い
る
。
多
分
、
漢
文
表
記
で
は
、
「
サ
コ
ソ
候
へ
」
に
、
あ
た
る
言

葉
が
、
な
く
、
文
章
を
、
強
め
る
意
味
で
、
必
要
な
言
葉
で
、
あ
り
、
和

文
を
、
そ
の
ま
ｘ
、
用
い
た
も
の
で
、
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
、
い
ず
れ
も
、

安
居
院
流
の
、
唱
導
書
で
、
あ
る
『
言
泉
集
』
の
中
か
ら
、
適
宜
に
、
抜

き
出
し
た
も
の
で
、
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
よ
り
以
前
は
、
願
文
等
を
、
唱
導
者
で
は
、
な
く
、

文
章
博
士
な
ど
の
、
漢
文
学
の
素
養
を
、
持
っ
て
い
る
人
が
、
つ
く
る
例

が
、
多
か
っ
た
。
『
源
氏
物
語
』
の
「
夕
顔
の
巻
」
を
、
み
る
と
、
源
氏

は
、
亡
き
夕
顔
の
、
四
十
九
日
の
願
文
を
、
自
作
し
、
「
御
書
の
師
に
て

睦
じ
く
お
ぼ
す
文
章
博
士
」
を
、
よ
ん
で
、
見
て
も
ら
う
と
い
う
、
個
所

が
、
あ
る
。
こ
の
事
は
、
物
語
で
は
、
あ
る
が
、
願
文
の
製
作
に
、
文
章

博
す
の
、
参
与
し
て
い
る
事
実
の
、
あ
っ
た
こ
と
を
、
物
語
っ
て
い
る
。

当
時
の
、
文
章
博
士
は
、
紀
伝
道
を
、
教
授
し
た
の
で
、
あ
り
、
「
紀
伝

道
ハ
史
記
、
漢
書
、
文
選
之
類
を
第
一
と
し
、
詩
賦
文
章
を
表
と
し
、
経

書
を
裏

Ｊ

」
し
た
の
で
、
あ
る
。

　
そ
れ
ら
、
文
章
博
士
の
、
製
作
し
た
も
の
と
、
後
の
、
『
言
泉
集
』
に
、

一
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み
え
る
も
の
と
は
、
か
な
り
、
趣
が
、
異
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
そ
の
点

よ
り
、
考
え
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
②

　
『
本
朝
文
枠
』
を
、
み
る
と
、
か
な
り
の
数
の
、
願
文
類
を
、
収
録
し

て
い
る
。
巻
十
三
「
願
文
上
」
に
、
十
二
篇
、
「
願
文
下
」
に
、
十
五
篇
、
’

　
（
な
お
、
呪
願
文
、
表
白
、
属
誦
文
類
を
、
入
れ
る
と
、
更
に
、
数
が
増

加
収
め
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
、
文
章
を
、
見
る
と
、
本
格
的
な
漢
文
で
、

書
か
れ
て
、
い
る
。
一
例
を
、
挙
げ
よ
う
。

　
　
　
　
重
明
親
王
為
家
室
四
十
九
日
願
文

後
江
相
公

弟
子
重
明
、
梱
首
和
南
、
白
俳
言
、
生
者
必
滅
、
釈
尊
末
免
栴
檀
之
煙
、

楽
尽
衰
来
、
天
大
酒
逢
五
衰
之
日
、
難
句
苦
海
之
常
理
、
還
迷
涙
川
之
難

留
、
伏
惟
亡
冤
藤
原
氏
、
柔
和
真
性
、
婉
顕
在
心
、
難
生
鐘
鼎
之
門
、
末

日
縦
帰
乏
色
、
一
事
二
百
、
于
朝
于
暮
、
主
我
巾
櫛
、
積
以
星
霜
、
商
上

月
中
旬
、
寝
膳
乖
例
、
夜
顔
五
書
、
遂
謝
有
涯
之
生
、
暁
雄
二
声
、
長
臨

無
常
之
別
、
一
旦
背
世
之
憂
、
已
残
心
地
之
焔
、
百
年
偕
老
之
契
、
不
異

夢
路
夕
花
、
自
彼
白
磁
驚
睡
、
九
原
之
駕
不
帰
、
青
島
催
悲
三
泉
之
局
長

鎖
、
独
作
燈
下
伴
影
之
身
、
猶
添
窓
中
恋
吉
之
恨
、
駕
腐
装
空
、
向
旧

枕
商
況
扶
、
燕
雀
巣
覆
撫
遺
卵
、
商
権
肝
、
耳
目
所
触
、
何
事
不
悲

方
今
飲
恨
之
日
漸
積
、
食
香
之
期
欲
盈
、
非
仮
大
日
遍
照
之
光
、
削
成

黒
夜
破
暗
之
計
、
男
奉
絵
ハ
葉
九
尊
曼
荼
一
鋪
、
奉
書
写
金
字
妙
然
蓮

花
経
一
部
、
使
於
法
性
寺
道
場
、
敬
開
講
肆
、
供
仏
之
誠
、
唯
志
是
書
、

香
則
求
難
陀
此
岸
之
煙
、
花
則
繁
樹
提
後
園
之
笞
、
以
此
思
案
、
訪
彼

－
ｓ
－

’
幽
霊
、
仰
願
功
徳
池
上
、
結
妙
果
於
開
示
之
蓮
、
安
楽
界
中
、
旱
覚
花

　
於
弥
陀
之
樹
、
今
彿
九
尊
方
廣
之
場
、
新
加
十
貌
因
明
之
位
、
乃
至
阿

　
鼻
聞
此
余
香
、
敬
白

　
　
　
天
産
八
年
三
月
五
日
　
　
　
　
弟
子
中
務
卿
親
王

　
こ
れ
は
、
大
江
朝
綱
が
、
重
明
親
王
に
、
代
っ
て
、
そ
の
家
室
（
藤
原

忠
平
女
）
の
、
四
十
九
日
の
願
文
を
、
草
し
た
も
の
で
、
あ
る
。
こ
の
願

文
を
、
読
む
と
、
先
に
、
引
用
し
た
、
『
言
泉
集
』
の
、
和
臭
の
漢
文
と

は
、
趣
の
、
違
う
こ
と
に
、
気
付
く
。
『
本
朝
文
枠
』
の
方
は
、
『
言
泉

集
』
に
、
比
べ
る
と
、
整
然
と
し
た
漢
文
で
、
あ
る
。
因
み
に
、
こ
の
願

文
は
、
澄
憲
の
生
れ
る
、
約
一
七
〇
年
余
り
前
に
、
製
作
さ
れ
た
こ
と
に
、

な
る
。

　
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
、
唱
導
集
の
中
に
、
あ
る
も
の
は
、

和
臭
を
帯
び
た
、
漢
文
で
、
あ
る
の
で
、
あ
ろ
う
か
。
大
き
な
違
い
と
し

て
、
作
者
の
違
い
が
、
目
に
付
く
。
『
本
朝
文
枠
』
の
、
願
文
の
作
皿
は
、

次
の
よ
う
で
、
あ
る
。

　
大
江
匡
房
　
五
遍

　
大
江
朝
綱
　
五
遍

　
産
　
保
胤
　
四
遍

　
大
江
維
時
　
三
遍

　
兼
明
親
王
　
三
遍

　
三
善
道
統
　
一
遍

　
菅
原
是
善
　
一
遍

　
大
江
以
言
　
一
遍
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菅
原
文
時
　
コ
遍

こ
れ
ら
の
、
作
者
達
は
、
ハ
○
○
年
代
か
ら
、
一
〇
〇
〇
年
の
、
は
じ
め

に
、
か
け
て
の
、
漢
学
者
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
、
文
章
博
士
に
、
補
せ
ら

れ
て
い
る
。
兼
明
親
王
も
又
、
作
文
に
、
す
ぐ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
知
ら

れ
て
、
い
る
。
慶
保
胤
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
『
極
楽
記
』
の
作
者
で
、

あ
り
、
寛
和
二
年
に
、
剃
髪
入
道
し
て
、
寂
心
と
号
し
た
僧
で
、
あ
る
。

し
か
し
、
他
は
、
い
ず
れ
も
、
在
俗
の
人
で
、
あ
る
。
従
っ
て
、
『
本
朝

文
枠
』
に
、
お
け
る
願
文
の
作
者
は
、
多
く
、
在
俗
の
人
で
、
あ
り
、
一

流
の
漢
学
者
で
、
あ
る
と
い
う
こ
と
に
、
な
る
。
な
お
、
そ
の
傾
向
は
、

　
『
本
朝
続
文
枠
』
に
お
い
て
も
、
同
様
で
、
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
か
ら
、

み
る
と
、
そ
の
文
が
、
整
然
と
し
た
漢
文
に
、
な
っ
た
の
も
、
も
っ
と
も

な
事
で
、
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
願
文
の
内
容
を
、
み
る
と
、
四
十
九
日
な
ど
の
、
追
善
供
養
に
、

関
す
る
も
の
が
、
多
い
。
そ
う
い
う
種
類
の
も
の
を
、
な
ぜ
、
文
章
博
士

が
、
つ
く
る
の
で
、
あ
ろ
う
か
。
実
際
の
、
願
文
・
表
白
等
を
、
み
る
と
、

そ
の
内
容
に
は
、
一
定
の
形
式
が
、
窺
え
る
。
即
ち
、
こ
の
よ
う
な
人
を
、

こ
う
い
う
こ
と
で
、
亡
く
し
た
。
故
人
へ
の
、
思
い
出
は
、
つ
ぎ
ず
、
悲

し
み
は
、
や
る
か
た
な
い
が
、
い
く
ら
、
嘆
い
て
も
、
今
と
な
っ
て
は
、

甲
斐
の
な
い
こ
と
で
、
あ
る
。
今
、
忌
日
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
追

善
を
、
行
う
の
で
、
そ
の
功
徳
を
、
受
け
、
極
楽
往
生
を
、
し
て
も
ら
い

た
い
。
お
お
む
ね
、
こ
う
し
た
内
容
を
、
持
つ
も
の
で
、
あ
り
、
亡
き
、

肉
親
や
縁
者
を
、
思
う
、
情
感
が
、
そ
の
中
心
を
、
な
し
て
お
り
、
特
別

な
仏
教
知
識
を
、
必
要
と
す
る
と
、
い
う
程
で
は
、
な
い
。
特
別
な
仏
教

知
識
を
、
必
要
と
し
な
い
と
、
い
う
こ
と
で
、
あ
れ
ば
、
文
章
は
、
美
文

で
、
表
現
技
術
が
、
巧
み
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
、
よ
い
と
い
う
こ
と
に
、

な
ろ
う
。
文
章
博
士
が
、
中
国
の
、
故
事
や
先
例
を
、
引
き
な
が
ら
、
四

六
群
居
文
を
、
用
い
た
り
し
て
、
創
作
し
た
の
は
、
こ
う
い
う
意
図
に
、

よ
る
も
の
で
、
あ
る
。

　
　
一
方
、
種
々
の
唱
導
集
に
、
用
例
を
、
み
る
こ
と
の
、
で
き
る
、
和
臭

を
帯
び
た
漢
文
の
方
は
、
漢
文
と
し
て
の
、
体
裁
は
、
整
っ
て
い
な
い
も

の
ｘ
、
文
章
に
は
、
勢
い
が
あ
り
、
あ
る
種
の
迫
力
が
、
あ
る
。
こ
れ
ら

は
、
主
と
し
て
、
唱
導
者
の
手
に
、
な
る
も
の
と
、
思
う
。
従
来
、
文
章

博
士
等
、
漢
文
に
、
造
詣
の
深
い
人
が
、
製
作
し
て
い
た
、
願
文
類
が
、

唱
導
者
も
、
そ
の
製
作
者
の
列
に
、
加
わ
る
こ
と
に
、
よ
り
、
和
臭
を
、

帯
び
て
来
た
も
の
と
、
思
う
。
そ
の
例
が
、
先
に
見
た
、
『
言
泉
集
』
な

ど
に
、
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
あ
る
。
な
ぜ
、
今
迄
、
文
章
博
士
等

が
、
主
と
し
て
い
た
も
の
に
、
唱
導
者
が
、
参
画
し
て
き
た
か
と
、
い
う

こ
と
で
、
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
唱
導
者
の
専
門
化
と
、
仏
教
の
一
般
化
に
、

よ
る
と
こ
ろ
が
、
大
き
い
。
唱
導
者
の
専
門
化
と
、
い
う
の
は
、
周
知
の

よ
う
に
、
安
居
院
流
や
、
す
こ
し
後
の
、
園
城
寺
定
円
の
一
派
で
、
あ
る
。

″
こ
れ
ら
の
唱
導
者
は
、
流
派
を
つ
く
り
、
今
迄
、
別
々
に
、
お
こ
な
わ
れ

る
こ
と
の
、
多
か
っ
た
、
製
作
と
楓
踊
を
、
一
貫
し
て
、
お
こ
な
っ
た
も

の
で
、
あ
る
。
そ
う
い
う
、
唱
導
の
流
派
の
、
伸
長
拡
大
の
裏
に
は
、
仏

教
の
一
般
化
が
、
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
略
し
て
言
う
と
、
上
代
に
、
移
入

さ
れ
た
、
仏
教
が
、
一
部
貴
族
の
専
有
物
か
ら
、
平
安
時
代
を
経
て
、
徐

徐
に
、
一
般
の
人
々
の
中
に
、
は
い
り
こ
ん
で
、
い
っ
た
。
勿
論
、
そ
の

-
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裏
に
は
、
貴
族
の
衰
退
に
、
伴
い
、
仏
教
の
、
経
済
的
な
基
盤
が
、
危
う

く
な
っ
た
と
、
い
う
、
仏
教
側
の
事
情
も
、
あ
ろ
う
。
そ
の
為
、
す
ｉ
ん

で
、
貴
族
以
外
の
、
一
般
の
人
々
の
間
に
、
は
い
り
こ
み
、
喜
捨
を
、
求

め
る
こ
と
ｘ
、
な
匹
。
そ
う
い
う
、
一
般
化
の
、
推
移
の
過
程
に
、
唱
導

者
の
、
は
た
し
た
役
割
は
、
大
き
い
。
唱
導
者
が
、
神
ム
集
合
思
想
を
、

積
極
的
に
ヽ
利
用
し
た
の
も
ヽ
そ
う
い
う
趣
旨
に
ヽ
よ

四
・
　
　
　
　
　
’

　
一
般
の
人
々
が
、
唱
導
者
に
、
関
心
を
、
寄
せ
て
い
た
例
、
と
し
て
は
、

『
古
今
著
聞
集
』
　
（
巻
十
六
）
に

　
筑
地
の
く
づ
れ
た
り
け
る
を
つ
か
せ
け
る
に
、
つ
く
も
の
ど
も
、
を
の

　
が
ど
ち
物
語
す
と
て
、
聖
覚
法
印
の
説
経
の
事
な
ど
を
か
た
り
け
昿

と
、
あ
る
の
が
、
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
筑
地
を
つ
く
者
が
、
聖
覚
の
、
説
経

の
話
を
、
し
て
い
た
と
、
い
う
こ
と
で
、
あ
り
、
そ
の
知
名
度
が
、
広
範

囲
に
、
亘
っ
て
い
た
こ
と
を
、
物
語
っ
て
い
る
。
又
、
す
こ
し
昭
代
は
、

下
る
が
、
良
季
の
、
『
普
通
唱
導
集
』
に
は
、
「
出
世
間
部
」
「
世
間
部
」

と
い
う
項
が
、
あ
り
、
「
世
間
部
」
に
は
、
広
範
囲
な
人
々
が
、
と
り
あ

げ
ら
れ
て
、
い
匹
。
こ
う
い
う
、
多
方
面
の
、
様
々
な
人
々
の
要
求
に
、

応
え
る
に
は
、
整
然
と
し
た
漢
文
よ
り
、
多
少
、
破
格
で
も
、
日
本
語
風

の
、
迫
力
の
あ
る
、
漢
文
の
方
が
、
よ
り
、
適
切
で
、
あ
ろ
う
。
更
に
、

言
葉
を
つ
い
で
、
言
う
と
、
日
本
式
の
漢
文
に
よ
り
、
日
本
人
と
し
て
の
、

感
情
の
移
入
が
、
お
こ
な
わ
れ
、
多
く
の
人
々
に
、
受
け
入
れ
ら
れ
た
の

で
、
あ
る
。

　
さ
て
、
そ
の
こ
と
を
、
も
う
少
し
、
別
な
角
度
か
ら
、
補
足
し
よ
う
。

唱
導
者
が
、
願
文
や
、
表
白
類
を
、
製
作
し
よ
う
と
す
る
努
力
は
、
多
く
、

唱
導
関
係
の
、
資
料
集
の
中
に
、
窺
え
る
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
に
、
大

ま
か
に
整
理
す
る
こ
と
が
、
で
き
よ
う
。

　
第
一
に
、
使
用
語
彙
の
整
理
が
、
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
願
文
・
表
白
等
を
、

製
作
し
よ
う
と
す
る
、
場
合
に
は
、
色
々
な
語
彙
が
必
要
に
な
っ
て
、
く

る
。
一
つ
の
事
柄
に
、
対
し
て
、
一
つ
の
名
称
（
呼
称
）
と
、
言
う
の
で

は
、
な
く
て
、
複
数
の
名
称
を
、
収
め
て
お
き
、
そ
れ
ら
を
、
簡
単
に
、

検
索
し
利
用
す
る
こ
と
も
、
又
必
要
で
、
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
必
要
を
、

満
す
も
の
が
、
例
え
ば
『
唱
導
紗
』
で
あ
る
。

大
歳
名

十
二
月
付
四
季
名
詐
内
国
名

左
右
京
坊
門
名
　
ふ
匹
四
八
匹
Ｅ
君
匹
号
　
　
院
Ｅ
名
皿
皿
名
崩
居
所

東
官
名
作
居
所
　
親
王
大
居
所
　
女
院
匹
皿
　
皇
后
名
大
四
所
　
讃

摂
録
臣
名
］
Ｅ
居
所
　
　
太
政
大
臣
名
付
讃
　
　
大
臣
名
作
四
所
讃

大
将
名
付
居
所
　
　
大
将
大
臣
付
讃
　
　
大
納
言
名
大
讃

宰
相
名
付
讃
　
　
大
弁
宰
相
名
付
讃
　
　
宰
相
中
将
名
付

中
納
言
名

　
宰
相
卒

殿
上
人
付
名
讃
　
　
中
少
将
名
　
　
殿
上
中
少
将
讃
　
　
頭
中
将
付
讃

頭
弁
名
付
讃
　
　
蔵
人
名
付
讃
　
　
左
右
兵
衛
名

受
額
付
讃

孝
養

左
右
衛
門
名
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以
上
が
、
そ
の
標
目
で
、
あ
る
。
一
・
二
、
内
容
を
、
み
よ
う
。
人
倫
部

の
、
最
初
に
あ
る
、
「
帝
王
」
の
個
所
を
、
み
る
と

　
帝
王
付
名
号
　
居
所

斜
ご
只
今
　
皇
帝

上
帝
　
后
帝
　
聖
帝
　
明
主
　
今
上

　
　
　
陛
下
　
陛
階
也
所
由
昇
堂
一
也
　
天
子
必
有
近
臣
執
兵
陳
於
階
側

　
　
　
　
　
　
以
喊
不
慮
謂
之
陛
下
一
考
　
群
臣
与
天
子
言
不
敢
指
行

　
　
　
　
　
　
天
子
一
　
故
在
陛
下
一
令
而
造
之
因
卑
達
尊
之
意
也

　
　
　
　
　
　
群
臣
士
庶
相
日
殿
下
閣
下
足
下
侍
者
執
事
　
皆
此
類
也

　
　
　
　
　
自
号
朕

と
、
帝
王
の
呼
称
に
、
つ
い
て
の
、
説
明
が
、
あ
る
。
帝
王
と
、
い
う
場

合
に
、
皇
帝
と
、
言
っ
た
り
、
又
、
上
帝
と
、
言
っ
た
り
し
、
以
下
、
に

各
々
時
々
に
応
じ
て
使
用
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
行
幸
問
名
」
と
し
て
は
、
乗
輿
・
車
駕
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
居
所
名
」
に
は
、
紫
宸
殿
・
清
涼
殿
・
長
生
殿
・
魏
聞
・
象
岡
・
金
岡

・
風
聞
・
珠
闘
・
華
闘
・
紫
微
官
・
帝
官
・
禁
中
・
省
中
等
を
挙
げ
て
い

る
。

以
下

頌
帝
徳
付
祝
言
　
天
子
讃
　
金
輪
久
韓
　
玉
肪
長
平
’
；
等

帝
崩
　
　
登
霞
聖
霊
　
御
聖
霊
　
・
：
　
諒
闇
之
間
　
過
密
之
中

　
　
　
　
事
在
諒
闇

　
　
　
　
故
宮
之
草
泣
露
　
新
綾
之
松
悲
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
故
宮
月
暗
桃
山
松
風
悲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
陵
露
乾
湘
浦
之
竹
霜
斑

　
　
帝
王
の
、
御
座
所
に
つ
い
て
、
言
及
す
る
時
は
、
紫
　
殿
を
、
用
い
た

　
り
、
清
涼
殿
を
、
用
い
た
り
し
、
又
、
行
幸
す
る
時
は
、
乗
輿
・
車
駕
を
、

　
用
い
た
の
で
、
あ
る
。
帝
王
の
徳
を
、
讃
嘆
す
る
時
に
、
用
い
る
語
彙
も
、

　
あ
げ
て
い
る
。
更
に
、
崩
御
に
、
関
す
る
も
の
、
と
し
て
、
引
用
し
た
よ

　
う
な
、
も
の
を
、
準
備
し
、
書
き
留
め
て
、
い
る
。
こ
う
い
う
要
領
で
、

　
先
に
示
し
た
、
標
目
の
、
一
々
に
つ
い
て
、
記
載
さ
れ
て
、
い
る
。

　
　
第
二
に
、
要
句
の
整
理
・
蒐
集
が
、
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
迄
、
整
理
さ

　
れ
、
記
載
さ
れ
て
い
る
、
願
文
や
表
白
・
楓
誦
文
等
の
要
句
を
、
抜
き
出

　
し
て
、
整
理
し
た
も
の
で
、
あ
る
。
そ
の
代
表
が
、
『
言
限
葉
』
で
、
あ

　
る
。
既
成
の
も
の
ｘ
中
か
ら
、
要
句
を
、
抄
出
し
て
い
る
と
、
い
う
こ
と

　
に
、
つ
い
て
は
、
既
に
『
言
泉
葉
』
と
『
本
朝
文
枠
』
・
『
本
朝
続
文
枠
』

　
と
の
間
の
、
関
連
の
あ
る
句
に
、
つ
い
て
、
言
及
し
た
と
こ
ろ
で
あ
妨
。

　
　
と
こ
ろ
で
、
『
言
泉
葉
』
は
、
亡
父
帖
・
亡
母
帖
・
亡
夫
帖
・
亡
妻
帖

　
　
・
亡
息
帖
の
よ
う
に
、
追
善
の
相
手
が
、
誰
で
あ
る
か
と
、
い
う
こ
と
に

　
　
よ
り
、
分
類
さ
れ
て
、
い
る
。
（
対
象
別
分
類
）
。
そ
れ
に
、
対
し
て
『
類

’
句
抄
』
や
、
『
作
文
言
飼
葉
』
な
ど
の
よ
う
に
、
そ
の
句
を
、
ど
う
い
う

　
時
に
、
用
い
る
か
、
（
例
え
ば
、
無
常
の
様
を
、
述
べ
る
時
に
、
用
い
る
）

　
と
、
い
う
こ
と
に
、
よ
っ
て
、
分
類
し
て
い
る
も
の
も
、
あ
る
。
（
機
能

　
別
分
類
）
。
安
居
院
関
係
で
は
、
対
象
別
の
分
類
に
、
よ
る
も
の
が
、
比
較

　
的
多
い
。

　
　
機
能
別
分
類
に
つ
い
て
、
『
類
句
抄
』
を
、
引
い
て
、
も
う
少
し
、
述
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べ
よ
う
。
『
類
句
抄
』
の
現
存
本
の
、
第
二
十
二
の
末
に
、
「
所
残
望
甚

厚
也
」
と
、
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
か
な
り
、
大
部
な
も
の
で
、
あ
っ
た
ら

し
い
が
、
現
存
し
て
い
る
の
は
、
十
・
二
十
二
・
二
十
七
の
三
巻
の
み
で
、

あ
る
。
第
十
を
、
み
る
と
、
願
文
の
発
句
を
、
載
せ
て
、
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
発
句
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
上
欄
に
、
「
仏
法
」
　
「
法
花
」
「
浄
土
」
「
無

常
」
等
、
注
を
し
て
、
い
る
。
一
つ
例
を
、
挙
げ
よ
う
。
　
　
　
　
　
’

　
　
無
常
諸
行
無
常
即
是
如
来
之
所
説
一
生
有
限
壹
非
既
往
之
長
談

　
　
　
　
分
段
之
夏
着
不
隔
尊
卑
人
世
之
安
楽
者
猶
如
夢
幻
若
衆

　
こ
の
一
文
は
、
三
条
院
皇
后
宮
の
四
十
九
日
の
願
文
の
、
発
句
で
、
あ

り
、
忠
貞
の
作
で
、
あ
る
。
発
句
の
中
に
、
無
常
句
を
、
必
要
と
す
る
時

に
、
引
用
し
た
も
の
で
、
あ
ろ
う
。
又
、
『
作
文
言
詞
乗
』
も
、
「
師
恩
」

　
「
恋
慕
」
　
「
得
脱
」
「
無
常
」
　
「
病
事
」
　
「
恩
愛
」
　
「
景
色
」
な
ど
の
注

を
、
し
て
、
各
句
が
、
列
挙
さ
れ
て
、
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
対
象
別
・

機
能
別
に
、
分
類
さ
れ
た
、
各
文
章
が
、
材
料
と
、
な
っ
て
、
い
る
。

　
さ
て
、
語
彙
や
要
句
が
、
整
っ
て
も
、
実
際
に
、
願
文
や
表
白
を
、
製

作
す
る
ま
で
に
は
、
い
た
ら
な
い
。
実
際
に
、
製
作
す
る
場
合
に
は
、
書

き
方
や
、
見
本
も
、
必
要
で
、
あ
る
。
そ
う
い
う
事
を
、
第
三
と
し
て
、

述
べ
た
い
。

　
書
き
方
と
、
い
う
こ
と
で
、
あ
る
が
、
例
え
ば
、
『
作
文
言
同
乗
』
の
、

冒
頭
に

　
　
　
　
　
　
　
帰
命
別
離
作
善
廻
向
如
此
草
也

　
　
派
誦
作
様

　
　
願
文
書
様
　
仏
誓
意
趣
作
善
廻
向
如
是
草
也

　
　
表
自
作
様
　
無
常
聖
霊
歎
徳
病
患
逝
去
作
善
景
気
廻
向
如
此
草
也

と
し
て
、
そ
の
書
き
方
が
、
書
き
こ
ん
で
、
あ
る
。

　
　
願
文
ハ
初
ハ
敬
白
匹
書
。
終
；
止
ま
尊
。
、
如
吽
ハ
；
書
。
止
、
也

　
　
　
派
誦
ハ
如
斯
言
上
。
其
下
。
・
敬
白
。
書
也
　
其
次
。
一
年
号
日
付
″

　
　
弟
子
某
：
佛
子
４
書
也
　
其
次
。
。
敬
白
書
也
　
派
箇
ゴ
ニ
歌
口
是

　
　
也
　
三
宝
衆
僧
御
布
施
一
笑
″
一
行
書
也
　
右
大
施
主
姓
名
孝
源
源

　
　
仁
心
が
し
某
ト
’
藤
原
某
４
法
師
；
ハ
弟
子
某
；
入
道
；
ハ
沙
弥

　
　
某
４
尼
；
ハ
禅
尼
某
４
女
子
；
ハ
葱
て
氏
；
藤
原
氏
；
書
″
其

　
　
後
善
根
意
趣
書
也
　
大
都
派
誦
草
案
同
之
、
但
派
箇
元
鐘
句
。
必

　
　
書
入
也
願
文
無
其
儀
・
…

派
箇
文
や
願
文
等
に
、
つ
い
て
、
そ
の
書
き
方
の
、
順
序
と
、
具
体
的
な
、

書
き
方
を
、
説
明
し
た
も
の
で
、
あ
る
。

　
又
、
『
澄
恵
作
文
大
体
』
の
、
「
派
箇
案
文
之
事
」
に

　
敬
白

　
　
　
諸
派
箇
事

　
　
　
　
　
三
宝
衆
僧
御
布
施
一
影

　
　
　
　
父
之
事
母
之
事

　
右
相
当
先
考
　
先
批
　
一
十
三
廻
之
忌
陰
専
資
三
十
二
相
之
新
粧
、
恐

　
　
鳴
三
ケ
之
梵
鐘
驚
三
尊
之
尊
　
恐
派
箇
所
修
如
防

　
　
　
　
　
　
季
　
号
　
日
　
月
　
某
　
敬
　
自
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と
あ
り
、
こ
れ
も
、
書
き
方
を
、
示
し
た
も
の
で
、
あ
る
。
『
続
群
書
類

従
』
所
収
の
「
御
薦
誦
御
願
文
四
」
に
も
、
同
様
の
も
の
が
、
収
め
ら
れ

　
て
、
い
る
。

　
　
　
　
請
属
誦
事

　
　
　
　
　
　
三
宝
衆
僧
御
布
施

　
　
右
奉
　
仰
蒔
。
尊
霊
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
者
。

　
　
奉
　
仰
。
　
颯
踊
所
修
如
伴
。
敬
白

　
　
　
　
　
　
応
永
四
年
四
月
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
当
□
□
□
□
重
房
敬
白

　
こ
れ
ら
の
、
資
料
に
よ
り
、
実
際
の
書
き
方
を
、
し
る
こ
と
が
、
出
来

る
。

　
さ
て
、
次
に
、
見
本
で
あ
る
が
、
『
言
泉
集
』
の
、
規
範
例
文
が
、
そ

れ
に
、
あ
た
ろ
う
。

師
匠
料
表
白

子
料
表
白

師
匠
料
施
主
分
　
　
抑
過
去
先
師
聖
霊
者

子
料
施
主
分

夫
料
表
白
　
　
夫
料
施
主
分

妻
料
表
白
　
　
妻
料
施
主
分

母
料
表
白
　
　
母
料
施
主
分

父
料
表
白
第
六
　
　
父
科
施
主
分

の
各
規
範
例
文
は
、
肉
親
縁
者
の
追
善
と
、
い
う
こ
と
に
、
限
っ
て
は
、

い
る
が
、
一
連
の
、
細
分
化
さ

を
、
十
分
に
、
は
た
し
て
い

る⑩れ

た
、
資
料
の
中
で
、
見
本
と
し
て
の
役
割

　
以
上
、
の
べ
て
き
た
が
、
語
彙
を
、
準
備
し
、
既
製
の
も
の
の
要
句
を
、

参
考
に
、
し
た
り
、
利
用
し
た
り
し
て
、
更
に
、
規
範
例
文
を
、
見
本
に

〃

し
て
、
多
く
の
願
文
や
表
白
は
、
製
作
さ
れ
た
の
で
、
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
し
て
、
製
作
さ
れ
た
も
の
は
、
『
法
則
集
』
　
（
信
承
法
印
撰
）
に
、
定

め
ら
れ
て
、
い
る
よ
う
な
、
特
殊
な
読
み
方

　
　
　
　
　
願
文
読
事

　
微
音
。
。
読
゛
之
。
其
中
ご
要
句
乙
少
物
読
音
・
・
引
ツ
ク
ロ
フ
テ
読
乙
Ｚ
。

　
説
経
音
ニ
ハ
ア
ラ
ス

に
、
よ
っ
て
、
楓
誦
さ
れ
た
も
の
で
、
あ
る
。
表
白
・
願
文
等
の
、
製
作

鵬
誦
の
過
程
が
、
細
分
化
さ
れ
て
、
お
り
、
か
つ
、
専
門
化
し
て
、
い
た

こ
と
が
、
わ
か
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
唱
導
者
が
、
願
文
等
の
、
製
作
と
そ
の
属
誦
に
、
つ
い
て

の
、
過
程
で
、
関
与
し
て
い
る
。
そ
の
為
、
享
受
者
の
多
様
化
と
ヽ
相
侯
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９

　
っ
て
、
日
本
式
の
漢
文
が
、
用
い
ら
れ
て
、
い
っ
た
の
で
、
あ
る
。
そ
れ
　
１

　
は
、
全
体
か
ら
、
大
き
く
み
る
と
、
「
王
朝
漢
文
学
が
衰
弱
し
、
順
廃
し
　
　
一

心

。
」
と
い
う
、
側
面
を
、
持
っ
た
も
の
で
、
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
さ
て
、
以
上
、
述
べ
た
と
こ
ろ
を
、
整
理
し
て
み
よ
う
。
文
章
博
士
等

に
よ
っ
て
、
書
か
れ
て
い
た
、
願
文
類
は
、
そ
の
製
作
に
、
唱
導
者
が
、

関
与
す
る
こ
と
に
、
よ
っ
て
、
純
然
た
る
漢
文
か
ら
、
。
和
臭
を
、
帯
び
た

漢
文
へ
と
、
変
っ
て
、
い
く
。
そ
の
唱
導
者
の
関
与
に
は
、
仏
教
そ
の
も

の
ｘ
変
化
が
、
あ
る
。
即
ち
、
平
安
朝
を
、
通
じ
て
、
施
主
と
し
た
、
貴

ｆ

－
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族
が
、
徐
々
に
、
衰
退
し
て
い
く
過
程
で
、
仏
教
は
、
そ
の
募
財
の
対
象

を
、
一
般
の
人
々
へ
と
、
移
さ
ざ
る
を
、
え
な
か
っ
た
。
そ
の
為
、
多
少
、

漢
文
と
し
て
は
、
破
格
で
も
、
多
く
の
人
々
に
、
訴
え
う
る
文
章
が
、
必

要
で
、
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
、
一
般
化
の
、
過
程
の
中
で
、
専
門
化
し
た
、

唱
導
者
は
、
語
彙
を
、
あ
つ
め
、
要
句
を
、
抜
き
出
し
、
例
文
を
、
つ
く

り
し
て
ヽ
周
到
に
ヽ
準
備
し
ヽ
願
文
や
表
白
類
を
、
製
作
し
た
の
で
、
妙

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
、
願
文
・
表
白
類
は
、
『
法
則
集
』
に
、
あ
る

よ
う
な
、
属
誦
の
仕
方
で
、
薦
誦
さ
れ
、
多
く
の
人
々
の
、
共
感
を
、
誘

っ
た
の
で
、
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
事
は
、
更
に
、
多
く
の
人
々
の
、
仏

教
へ
の
関
心
を
、
高
め
る
意
味
を
も
、
も
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、

出
来
た
、
漢
文
は
、
や
が
て
、
軍
記
物
な
ど
の
文
体
に
、
影
響
を
、
与
え

て
い
く
の
で
、
あ
る
。

註④
『
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究
』
第
二
十
四
章
第
三
節
　
参
照

②
『
古
事
類
苑
』
文
学
部
一
　
三
五
四
頁
「
諸
家
家
業
記
」

③
属
誦
文
五
篇
・
表
白
一
篇
・
呪
願
文
二
篇
（
雑
修
善
に
収
め
ら
れ
て
い

　
い
る
願
文
が
十
三
篇
あ
る
。
）

④
「
雑
修
善
」
等
に
収
め
ら
れ
て
い
る
願
文
の
作
者
は
、
本
論
中
に
挙

　
げ
た
作
者
と
同
じ
で
あ
る
。

　
　
　
大
江
匡
衡
　
五
篇
　
　
　
兼
明
親
王
　
二
篇

　
　
　
慶
保
　
胤
　
二
篇
　
　
　
大
江
維
時
　
二
篇

　
　
　
大
江
朝
綱
　
一
篇
　
　
　
三
苫
道
統
　
一
篇

⑤
拙
稿
『
言
泉
集
』
の
歴
史
的
背
景
　
説
話
文
学
研
究
十
三
号

⑥
拙
稿
「
唱
導
文
学
に
あ
ら
わ
れ
た
神
」
　
別
府
大
学
紀
要
　
十
六
号

⑦
引
用
は
、
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。
四
二
七
頁

⑧
「
普
通
唱
導
集
」
は
『
古
代
仏
教
の
中
世
的
展
開
』
（
村
山
修
一
氏
）

　
に
よ
る
。
八
十
一
頁

⑨
拙
稿
「
唱
導
源
流
小
考
」
　
大
谷
学
報
　
五
十
三
巻
一
号

⑩
釈
家
部
　
第
二
十
八
輯
下
六
十
八
頁

⑩
中
田
祝
夫
博
士
の
指
摘
さ
れ
た

　
　
実
際
に
使
用
さ
れ
た
表
白
や
願
文
の
実
地
例
を
な
る
べ
く
多
数
集

　
　
め
る
方
法
　
『
東
大
寺
属
誦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』
　
二
七
七
頁

　
は
、
見
本
と
し
て
の
役
割
を
持
っ
て
い
た
も
の
と
思
う
。

⑩
『
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究
』
九
五
三
頁

－20
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